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　Group Interdisciplinary Graduate Courses　Field(Classification)  Health and Medicine

 Language of
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  Hours  30
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 2024・
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semester 

 Days and
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Intensive
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  Class style Seminar
 (Face-to-face course)

（Students of Graduate School of Medicine cannot take this course as liberal arts and general education course. Please register the course with your department.）

 

 [Overview and purpose of the course]
日本における公衆衛生行政の過去、現在、未来についての知識を得る。

特に現在公衆衛生上問題となっている事柄を、歴史的経緯をふまえてとらえ、今後の展開について
検討する。
保健医療福祉に関したプレゼンテーションを行い、各自の意見を提示し、それについての討論を行
う。

【横断教育の概要・目的】
医療系以外の学生に配慮し、難解な医学用語の使用は避け、必要ならば解説を加える。
公衆衛生上の問題点を取り上げ、様々な医療職および医療職以外の者のそれぞれの立場・視点・経
験から討論を行う。
異なる立場、専門分野の者が理解できるプレゼンテーションや討論ができるようになる。

 [Course objectives]
日本の公衆衛生行政の現状と問題点の把握ができる。

 [Course schedule and contents)]
第　　１・２回　日本の公衆衛生の実情概論
第　　３・４回　日本の公衆衛生の実情と問題点（１）
第　　５・６回　日本の公衆衛生の実情と問題点（２）
第　　７・８回　日本の公衆衛生の問題点の検討（１）
第　９・１０回　日本の公衆衛生の問題点の検討（２）
第１１・１２回　日本の公衆衛生の問題点の検討（３）
第１３・１４回　日本の公衆衛生の問題点の検討（４）
第　　　１５回　フィードバック
日程は変更の可能性があるので開講日に確認のこと

Continue to 地域保健医療福祉論(2)↓↓↓



地域保健医療福祉論(2)

 [Course requirements]
None

 [Evaluation methods and policy]
出席状況、プレゼンテーション、授業内での発言（70%）
　レポート等（30%）

 [Textbooks]
Not fixed
 [References, etc.]
  （References, etc.）
『国民衛生の動向』（厚生統計協会）
 『国民の福祉の動向』（厚生統計協会）
 『保険と年金の動向』（厚生統計協会）
 『衛生行政大要』（日本公衆衛生協会）

 [Study outside of class (preparation and review)]
新聞、TV、インターネット等の保健医療福祉行政に関する報道等を興味を持って視聴し、授業内
容の理解に役立てること

 [Other information (office hours, etc.)]
受講人数によって内容を変更することがある


